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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

「
そ
の
と
き
、
被
災
障
害
者
は･･･

―
取
り
残
さ
れ
た
人
々
の
３
・
11
」

目黒とみ子／聞書き
みやぎ民話の会／編
双萩会　刊

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

15
東北関東大震災障害者
救援本部・いのちのこ
とば社／共編
いのちのことば社　刊
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火
星
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
野　

久
美
子

　
太
白
区
長
町
に
あ
る
自
立
生
活
セ

ン
タ
ー
「
Ｃ
Ｉ
Ｌ
た
す
け
っ
と
」
の

ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
障

害
者
と
家
族
、
支
援
者
の
被
災
体
験

の
証
言
集
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶

が
す
ぐ
さ
ま
生
死
に
直
結
す
る
こ
と
、

薬
の
調
達
、
避
難
所
の
問
題
、
個
人

情
報
保
護
に
よ
る
安
否
確
認
の
難
し

さ
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
体
験
が
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
驚
く
こ
と
は
、
多
く
の
被

災
障
害
者
が
他
地
域
の
障
害
者
の
た

め
の
支
援
に
尽
力
し
た
こ
と
で
す
。

当
た
り
前
に
助
け
合
う
姿
が
こ
こ
に

は
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
南

相
馬
市
の
自
宅
に
5
日
間
孤
立
し
た

視
覚
障
害
者
の
小
山
田
ト
ヨ
さ
ん

（
当
時
79
歳
）
の
、
ど
ん
な
状
況
で

も
尊
厳
を
失
わ
ず
に
生
き
る
姿
に
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　
福
島
県
双
葉
町
で
は
大
地
震
、
大

津
波
が
あ
っ
た
翌
日
に
原
子
力
発
電

所
の
爆
発
事
故
が
起
き
、
全
町
民
７

千
人
弱
が
国
の
避
難
命
令
に
よ
っ
て

突
然
故
郷
を
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
に
10
回
転
居
を
強
い
ら
れ
、

現
在
宮
城
県
大
河
原
町
に
住
む
目
黒

さ
ん
の
避
難
体
験
を
聞
い
た
「
み
や

ぎ
民
話
の
会
」
の
小
野
和
子
さ
ん
は
、

双
葉
町
の
人
達
の
体
験
を
記
録
し
て

ほ
し
い
と
目
黒
さ
ん
に
依
頼
し
ま
す
。

録
音
機
器
を
持
た
ず
に
メ
モ
と
記
憶

だ
け
で
聞
き
書
き
を
し
て
い
く
目
黒

さ
ん
。
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
44
人

の
体
験
談
に
は
、
同
じ
町
に
暮
ら
し

同
じ
体
験
を
し
た
町
民
同
士
だ
か
ら

こ
そ
話
せ
る
苦
悩
、
憤
り
、
不
安
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
々
に
挟
ま
れ

た
双
葉
町
の
海
、
町
並
み
、
桜
、
お

祭
り
の
写
真
が
美
し
い
で
す
。

「
双
葉
町
を
襲
っ
た

　
　
　
　

放
射
能
か
ら
の
が
れ
て
」

一
人
一
人
の
体
験
に
耳
を
す
ま
す

仙台市の人口（対前月増減数） 男：530,091人　女：559,192人　計1,089,283人（+614)　515,063世帯（+554）  11月１日現在

　
８
月
25
日
の
泉
区
を
皮
切
り
に
、
今

年
も
各
地
で
区
民
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
に
宮
城
野
区
・
若
林
区
・

太
白
区
、
11
月
３
日
に
青
葉
区
で
開
催

さ
れ
た
お
祭
り
で
は
、
30
回
目
記
念
と

な
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
宮
城
野
区
で
は
、
会

場
を
華
や
か
に
彩
る
花
の
模
擬
せ
り
が

行
わ
れ
、
太
白
区
で
は
、
あ
す
と
長
町

に
あ
る
杜
の
広
場
公
園
周
辺
に
会
場
を

移
し
、
地
元
出
身
の
津
軽
三
味
線
奏
者

や
大
道
芸
人
が
技
を
披
露
。
各
会
場
は
、

訪
れ
た
人
々
の
歓
声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
な
ど
、
仙
台
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
舞
台
と
な
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

ド
で
も
あ
る
定
禅
寺
通
。
そ
の
周
辺
を

含
め
た
地
域
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
さ

ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を
目
指
す
た
め
、
町

内
会
や
街
づ
く
り
団
体
、
地
権
者
等
で

構
成
す
る
「
定
禅
寺
通
活
性
化
検
討

会
」
が
10
月
29
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
検
討
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
定
禅

寺
通
エ
リ
ア
の
将
来
像
や
活
性
化
に
関

す
る
取
り
組
み
、
歩
行
者
空
間
の
利
活

用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。
定
禅
寺
通
エ

リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
案
と

し
て
取
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

市政
トピックス

Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
）
で
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
！

市政
トピックス

平
成
最
後
の
区
民
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

市政
トピックス

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
に

向
け
て
―
定
禅
寺
通
活

性
化
検
討
会
が
設
立

　
現
実
に
は
な
い
空
間
を
あ
た
か
も
現

実
の
よ
う
に
体
験
で
き
る
技
術
「
Ｖ

Ｒ
」
で
、
市
の
歴
史
的
風
景
等
を
再
現

す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
11
月
２
日
よ
り
、
仙
台
城
跡
か
ら
望

む
藩
政
時
代
の
仙
台
の
街
並
み
の
様
子

を
Ｖ
Ｒ
（
試
用
版
）
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
伊
達
政
宗
公
騎
馬

像
付
近
に
あ
る
説
明
版
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
こ
と
で
、
体
験
が
可
能
。

３
月
か
ら
は
、
Ｖ
Ｒ
本
公
開
と
併
せ
て
、

ま
ち
歩
き
し
な
が
ら
Ｖ
Ｒ
体
験
を
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
住
民
の
足
を
確
保

　
　
―
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
実
施

　
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
の
地
域
の
方

が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
足
の
確
保
に

取
り
組
む
団
体
に
対
し
て
、
運
行
計
画

策
定
の
支
援
や
経
費
の
一
部
助
成
な
ど
、

事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
「
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
地
域
交
通
ス
タ
ー
ト
支

援
事
業
」
を
、
今
年
４
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
丘
陵
地
で
道
が
狭
い
宮
城

野
区
燕
沢
地
区
で
は
、
本
事
業
を
活
用

し
て
、
地
域
交
通
の
導
入
を
検
討
。
10

月
22
日
か
ら
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
、
通

称
「
の
り
あ
い
・
つ
ば
め
」
の
試
験
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
乗
車
定
員
9
人

の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
は
運
賃
が
一
律

200
円
。
11
月
16
日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
、

燕
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
始

発
・
終
点
と
し
、
15
カ
所
の
停
留
所
を

周
回
す
る
ル
ー
ト
を
運
行
し
ま
し
た
。

　
試
験
運
行
は
、
乗
車
人
数
の
目
標
値

を
大
幅
に
上
回
る
な
ど
、
大
好
評
。

「
の
り
あ
い
・
つ
ば
め
」
に
乗
っ
て
、

食
事
や
買
い
物
を
楽
し
む
「
お
出
か
け

ツ
ア
ー
」
も
実
施
さ
れ
、
乗
車
し
た
地

域
住
民
か
ら
は
、「
大
変
便
利
、
あ
り

が
た
い
」「
継
続
し
て
運
行
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
試
験
運
行
の
利
用
実
績
の

検
証
や
改
善
策
の
検
討
を
行
い
、
本
格

運
行
を
目
指
し
ま
す
。

▲10月22日に出発式を開催。燕沢地区交通検討
会の大西憲三会長（左から２番目）は「地域の力
を結集し、成功させて次につなげたい」と期待を
寄せました

市政
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市政
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試用版ＶＲイメージ

▼市民が参加した伊達政宗公の
仮装パレード（青葉区民まつり）

▲子どもたちに大人気だったザ
リガニ釣り（若林区民ふるさと
まつり）
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優
れ
た
技
能
と
長
年
の

功
績
を
た
た
え
て

―
技
能
功
労
者
表
彰

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
技

能
で
市
民
の
生
活
を
支
え
、
仙
台
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
技
能

職
の
方
々
を
技
能
功
労
者
と
し
て
毎
年

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
12
日
に
仙
台
市
技
能
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
26
職
種
40
人
の
方
々

を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
（
順
不
同・敬
称
略
）。

〔
印
刷
製
版
製
本
職
〕
遠
藤
か
づ
江
、
熊

谷
祐
治
、
菅
井
富
男
〔
印
章
彫
刻
師
〕
小

原
淳
一
〔
菓
子
製
造
職
〕
黒
田
昌
稔
〔
ガ

ラ
ス
職
〕
野
中
高
広
〔
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
〕

佐
藤
信
三
〔
左
官
職
〕
安
村
武
美
〔
写
真

師
〕
近
江
肇
〔
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
〕
遠

藤
雅
裕
〔
造
園
職
〕
尾
形
拓
、
小
野
稔
〔
大

工
職
〕
蓮
沼
秀
夫
、
小
野
寺
國
夫
、
安
達

英
俊
、
和
地
洋
〔
畳
職
〕
板
橋
謙
一
〔
調

理
師
〕
島
津
博
司
、
小
野
慎
一
〔
電
気
工

事
職
〕
金
森
貞
男
、
山
口
力
〔
豆
腐
製
造

職
〕
佐
藤
愛
彦
〔
塗
装
職
〕
佐
藤
隆
信

〔
と
び
職
〕岸
浪
信
也
、山
田
実
〔
配
管
職
〕

岩
渕
久
幸
、
山
木
常
吉
〔
板
金
職
〕
草
刈

勝
也
〔
表
具
職
〕
後
藤
富
明
〔
味
噌
醤
油

製
造
職
〕
亀
田
治
〔
美
容
師
〕
吉
野
友
子
、

早
坂
か
し
く
〔
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
〕
阿
部

貞
雄
〔
理
容
師
〕
佐
々
木
勝
、
阿
部
保
弘
、

高
橋
加
津
信
〔
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
技
能
士
〕

東
浜
由
美
子
〔
鉄
筋
工
〕
柴
崎
茂
、
浅
野

恭
〔
解
体
工
〕
中
鉢
富
雄

名
誉
市
民
の
西
澤
潤
一
氏
が

　

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

　
元
東
北
大
学
総
長
で
、
仙
台
市
総
合

計
画
審
議
会
の
会
長
も
務
め
た
、
西
澤

潤
一
氏
が
、
10
月
21
日
、
92
歳
で
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
西
澤
氏
は
半
導
体
工
学
・
光
通
信
な

ど
の
分
野
の
第
一
人
者
で
、
半
導
体
材

料
の
完
全
結
晶
化
技
術
の
開
発
や
光
通

信
に
必
要
な
三
要
素
な
ど
を
発
案
す
る

な
ど
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
59
年
に
仙
台
市

名
誉
市
民
の
称
号
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

追
悼
の
会　
日
時‖

12
月
16
日
㈰
午
後

２
時
〜
４
時
（
一
般
の
方
の
献
花
は
午

後
３
時
〜
）
／
会
場‖

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

ホ
テ
ル
仙
台
（
青
葉
区
一
番
町
１
―
９

―
１
）
／
問
実
行
委
員
会
事
務
局（
東

北
大
学
総
務
課
）
☎
217
・
４
８
０
７


